平成２４年第３回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成24年９月11日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　河村　光春君
　　　　

平成２４年第３回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]
平成24年 ９月11日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成24年９月11日～９月21日（11日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　９番　須　崎　　　眞　議員

会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　10番　竹　内　和　男　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第54号
	奥多摩町子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	７
	議案第55号
	　奥多摩町ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
	原案可決

	８
	議案第56号
	奥多摩町介護保険地域支援事業利用者負担条例の一部を改正する条例
	原案可決

	９
	認定第 １号
	平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	10
	認定第 ２号
	平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	11
	認定第 ３号
	平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	12
	認定第 ４号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委
員会付託

	13
	認定第 ５号
	平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	14
	認定第 ６号
	平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	15
	認定第 ７号
	平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	16
	認定第 ８号
	平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について
	決算特別委

員会付託

	17
	報告第 １号
	平成23年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について
	――

	18
	報告第 ２号
	平成23年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告について
	――

	19
	報告第 ３号
	奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成23年度分）の報告について
	――

	20
	議案第57号
	平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	連合審査会

付託

	21
	議案第58号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会

付託

	22
	議案第59号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会

付託

	23
	議案第60号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会

付託

	24
	議案第61号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
	連合審査会

付託

	25
	議案第62号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算

（第１号）
	連合審査会

付託

	26
	議案第63号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
	連合審査会

付託

	27
	議案第64号
	奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて
	原案同意

	28
	議案第65号
	奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23請負契約について
	原案可決

	29
	議案第66号
	塵芥収集車購入契約について
	原案可決

	30
	議案第67号
	小型動力ポンプ付積載車購入契約について
	原案可決

	31
	――
	陳情書の受付について
	総務文教常任委員会付託


　　（午後２時35分　散会）

午前10時00分　開会・開議

○議長（清水　典子君）　これより平成24年第３回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

本件については、会議規則第115条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

９　番　須崎　　眞議員、

10　番　竹内　和男議員、

以上２名を指名します。

次に、日程第３　会期の決定について、を議題といたします。

本件については、去る９月４日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長　前田悦男議員よりご報告願います。前田悦男議員。

〔議会運営委員長　前田　悦男君　登壇〕

○議会運営委員長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。

　議会運営委員会の報告をいたします。

　平成24年第３回奥多摩町議会定例会の運営について、去る９月４日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、本日９月11日から９月21日までの11日間とすることに決定いたしました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定程表をご覧ください。

まず11日、本日の本会議でありますが、上程された議案は全22件であります。

次に、９月12日は連合審査会を開会し、各常任委員会合同で平成24年度補正予算７会計の審査及び採決を行います。続いて、閉会中に陳情１件を受け付けておりますので、その内容から、連合審査会終了後、総務文教常任委員会を開会し、審査を行っていただきます。

次に、９月14日は本会議２日目でありますが、一般質問を行います。通告者は８名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるよう、ご協力をお願いいたします。

次に、９月18日の本会議３日目でありますが、連合審査会に付託し審査が行われた各会計補正予算の採決、並びに総務文教常任委員会に付託された陳情書についての委員長報告と採決を行います。また、本会議終了後及び９月19日の２日間で、議長と議会選出監査委員を除く委員10名で構成する決算特別委員会を開会し、平成23年度の各会計の決算に関する審査を行い、19日、採決を行います。

次に、９月21日の本会議４日目は、本定例会の最終日であり、決算特別委員会に付託して審査が行われた平成23年度の全８会計の決算についての委員長報告及び採決を行いますが、追加議案が上程される予定となっておりますので、追加議案の採決後に閉会となります。

次に、議案の取り扱いについて申し上げます。

配付してあります提出案件及び上程別採決別一覧表をご覧ください。

議案第54号及び議案第55号については、関連がありますので一括上程の即決、議案第56号は単独上程の即決と決定しております。

次に、認定第１号から認定第８号までについては一括で上程され、会計管理者からの説明終了後に、報告第１号及び報告第２号が一括で報告されます。続いて、滝島代表監査委員に審査報告を行っていただき、審査報告終了後に決算特別委員会に審査を付託することに決定しております。なお、暫時休憩をとり、正副委員長の互選も行われる予定となっています。

次に、報告第３号が単独で報告されます。

次に、議案第57号から議案第63号までについては一括上程とし、各常任委員会合同の連合審査会に審査を付託することに決定しております。

次に、議案第64号については単独上程の即決とし、採決については無記名投票と決定しております。

次に、議案第65号から議案第67号までについては、それぞれ単独上程の即決と決定しております。

次に、会期中に町長提出議案が１件及び議員提出議案が１件上程される予定であります。議員提出議案については、本日の会議終了後、議会全員協議会を開催し協議していただき、議会最終日に上程する予定であります。

次に、陳情第３号は、12日に開会される総務文教常任委員会に付託することに決定しております。

以上が、本定例会の会期、日程と議案の取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。

本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行できますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員会の委員長の報告といたします。以上です。

○議長（清水　典子君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から９月21日までの11日間とし、議案の上程別及び採決別についても、合わせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から９月21日までの11日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程については、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告でありますが、議会関係の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりであります。

　次に、閉会中に総務文教常任委員会及び経済厚生常任委員会並びに西秋川衛生組合臨時会が開かれておりますので、その概要を、まず、総務文教常任委員会委員長　師岡伸公議員からご報告願います。師岡伸公議員。

〔総務文教常任委員長　師岡　伸公君　登壇〕

○総務文教常任委員長（師岡　伸公君）　議会閉会中に開催いたしました総務文教常任委員会の委員長報告をいたします。

　本委員会は、８月７日午前10時半より、本委員会の委員６名に経済厚生常任委員会委員の６名を加え、全議員参加のもと、東京消防庁立川防災施設の訪問と空からの奥多摩町視察を、議会事務局職員２名の随行のもとに行いました。また、今回は委員会開催にご協力をいただきました奥多摩消防署の原口署長、圓谷副署長の同行もお願いをいたしました。

　まず、東京消防庁立川防災施設を訪れ、最初に東京消防庁第８方面本部副部長、安藤指令長からご挨拶をいただきました。続いて、東京消防庁第８方面本部全体の活動と消防救急機動部隊（ハイパーレスキュー）の活動内容を、説明と映像で確認をいたしました。その後、奥多摩管内の空からの視察とハイパーレスキューの訓練施設・航空隊の設備・活動状況の説明の２班に分かれました。

　ハイパーレスキュー隊は、平成７年に起こりました阪神淡路大震災の教訓を踏まえ発足し、大震災等通常の消防力では対応不能な災害に対し装備する特殊な車両や、高度救助機材を有しています。当日も、震災対策用救助車、10トン水槽車など10数台の特殊車両、がれきの中からの救出用設備、高層マンション対応施設など多くの施設、機材を確認することができました。

　この部隊は、国内の大規模災害発生時における消防の広域応援を行う「救急消防救助隊」としても運用されています。その後は新潟県中越大地震、昨年の大震災など、その活動は私たちの目に焼き付いているところであります。

　空からのヘリコプターによる視察は、航空隊の「はくちょう」で、立川防災基地から出発し、奥多摩上空を巡りました。急げば13分から15分の飛行とのことですが、今回は奥多摩管内のヘリポート、災害状況、地形確認などのため、時間を十分に割いていただきました。

多摩地域だけでなく、東京東部や島嶼も含め、活動範囲内のエリアを防災救助のために日夜活躍されています。その安全な飛行を守る整備体制もすばらしいものでした。８機あるヘリコプターがいつも飛べるわけではなく、整備に時間を費やしているのが常に２、３機あるとのお話でした。住民の安全を確保するため、無事故で任務にあたっているゆえんであると思います。当日の朝も、奥多摩山中での人命救助のために出動したばかりでありました。

　今回の主目的は、昨年来、危機感を募らせている奥多摩における集落の孤立という問題が現実のものとなってしまった日原地区を始め、森林が94％の奥多摩の防災・救助対策の現実を考えるためのものでありました。空から見るヘリポートと土砂崩れの現場は、観光客を含め住民の安全を守るための手立てとして、さらなる必要性を実感いたしました。また、同時に我々の足元である道路・橋梁の安全性についても、今後の大きな課題として各地域の防災訓練を具体的に、また、その地域の特性をかんがみての訓練としての位置づけを、どのように考えていくかという課題も大いに感じました。

　今回は、総務文教常任委員会の発案で実現した視察でしたが、内容を踏まえ、全議員の皆様に声をかけ、また、全議員の皆様が参加することができました。ある意味での共通認識は得られたのではないかというふうに思っております。

　町民の皆様と行政、議会が１つになって防災対策に向かう環境を、なお一層盛り上げていく必要性を新たに認識した視察となりました。

　今回の視察の実施にあたり、計画から実行まで、関係諸機関のご協力に感謝申し上げ、総務文教常任委員会委員長報告といたします。以上でございます。

○議長（清水　典子君）　以上で、総務文教常任委員会委員長の報告は終わりました。

　次に、経済厚生常任委員会委員長　酒井正利議員からご報告願います。酒井正利議員。

〔経済厚生常任委員長　酒井　正利君　登壇〕

○経済厚生常任委員長（酒井　正利君）　議会閉会中に開催した経済厚生常任委員会の委員長報告をいたします。

本委員会は、８月10日、午前10時より、本委員会委員６名、総務文教常任委員会委員４名の出席のもと、木質バイオマスの利活用状況の視察研修を実施しました。

午前中は、町内の都農林水産振興財団の「チップ製造施設」と、もえぎの湯の「バイオマスボイラー」の視察を行いました。

まず、都農林水産振興財団のチップ製造施設では、花粉症対策係の大野係長より燃料チップ製造施設の機械設備と概要説明を受け、実際にチップ製造生産工程を視察したところです。

チップ最大生産能力は、時間あたり100立米であり、平成24年度の生産計画量は1,300トンであるとのこと。現在の供給先は、「下水道局多摩川上流再生センター」と「もえぎの湯」の２施設で、財団の事業の中で発生した木材を利用していること、もえぎの湯への６月納入実績は115立米で、供給単価は立米当たり1,790円であるとのこと。もえぎの湯の年間必要原木量は410トン、641立米とのことであります。現在はパイロット事業であるが、今後はこの施設の黒字化をめざし運営していきたいとのことでありました。

次に、もえぎの湯のバイオマスボイラーの視察に移り、奥多摩総合株式会社古屋社長と観光産業課岡部係長より施設の説明を受けました。最大出力300キロワットの生チップボイラーで、チップ使用量は、１日当たり５立米とのことで、二酸化炭素にして１年間の削減量は201トンとのことでありました。

午後は、檜原村の「木質バイオマス活用事業」を視察研修しました。まず、役場庁舎で土屋村議会議長、坂本産業建設委員長の同席のもと、産業環境課藤原係長より「檜原村のバイオマス活用事業の概要」の説明を受けたところです。

檜原村は、「バイオマスタウン構想」を策定し、その中の二酸化炭素削減プロジェクトとして、村内の木材を燃料として利用し、化石燃料を減らすことで地球温暖化防止につなげていこうとしています。

森林整備の推進と林業の活性化、災害時のエネルギー確保、村内の雇用創出、灯油の購入費は村外に流出するが、村内資源の木材は地元経済を潤すことになります。これにより年間130トンから150トンの二酸化炭素削減効果があることから、オフセット・クレジット販売により、年間100万円の収入を見込んでいるとのことです。木材の買取価格は、トン当たり5,000円で、毎週月曜日に搬入買い入れしているとのことです。現在は、数馬の湯のみで利用しているが、ゆくゆくは一般村民への薪ストーブの購入補助金を設けたりなどして、薪の消費拡大につなげていきたいとのことです。

その後、薪製造施設と数馬の湯の薪ボイラーを視察しました。

今回の研修で感じたことは、21世紀は環境の時代といわれるように、檜原村ではカーボン・オフセット・クレジットを活用しているところです。これにより収益を上げることが期待されます。

幸い、町でも「木質資源循環システム構築計画書」が今年２月に作成されています。長期構想として、もえぎの湯への供給のみならず、ストーブ用、キャンプ用の薪供給、用材利用としての製材品、木工品への加工及び町外への販売等を行うこととしています。

木質資源や地域通貨が町内を幅広く循環することで、木質資源利用、雇用創出、新規事業開拓、経済の活性化等につながり、地域全体の活性化に結び付くとうたわれています。この「奥多摩町木質資源循環システム構築計画書」が実行に移され、森林資源をもって奥多摩町の活性化の一助となることを期待するところであります。

以上で、経済厚生常任委員会の委員長報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、経済厚生常任委員会委員長の報告を終わりました。

　次に、西秋川衛生組合議会議員　須崎　眞議員から報告を願います。須崎　眞議員。

〔秋川衛生組合議会議員　須崎　　眞君　登壇〕

○秋川衛生組合議会議員（須崎　　眞君）　平成24年西秋川衛生組合議会議員全員協議会及び第１回議会臨時会報告をいたします。

　平成24年度第１回西秋川衛生組合議会臨時会が、去る７月31日午前10時、西秋川衛生組合会議室で開催されました。これに先立ち、西秋川衛生組合議会議員全員協議会が開催されましたので、まず、全員協議会の協議結果から報告いたします。

　内容については、新施設建設現場の地滑り対策の経過報告と今後の対策について。

昨年12月20日、ブロック擁壁にクラックが確認され、地質調査等を行った結果、安全性の確保及び将来に向け安定した施設運営を図るためには緊急に地滑り対策工事が必要であると判断されたため、緊急工事の必要性について補正予算措置等を含め、西秋川衛生組合事務局長から説明がありました。

　なお、３名の議員から地震時の憂慮、発注業者や工期の延長の質問がありました。

　次に、平成24年第１回西秋川衛生組合議会臨時会の会議の結果の概要について報告いたします。

　町からは、町長、前田議員、私、須崎と宮田住民課長が出席しました。

　日程第１　会議録署名議員の指名では、１番合川哲夫議員と２番清水　晃議員の指名が行われ、日程第２　会期の決定では、会期が本日1日限りと決定されました。

　次に、日程第３　議案第６号　平成24年第１回西秋川衛生組合組織市町村負担金の変更については、負担金総額９億1,978万4,000円が3,461万7,000円減額され、総額８億8,516万7,000円となったもので、当町の負担金額は145万4,000円の減額となり、3,718万円となりました。

次に、日程第４　議案第７号　平成24年度西秋川衛生組合会計補正予算（第１号）では、歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,784万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を35億9,731万6,000円とするもので、歳入では組織市町村負担金が減となりましたが、繰越金が増となったための増額、歳出の増額は、新焼却施設建設現場での地滑り防止工事費の増が主なもので、議案第６号及び議案第７号とも特に質疑はなく、討論を省略し採決の結果、それぞれ原案のとおり可決されました。

以上で、西秋川衛生組合議会全員協議会及び第１回西秋川衛生組合議会臨時会の報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、議会関係諸報告は終わりました。

　次に、本定例会の開会に当たり、町長よりあいさつがあります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

　平成24年第３回奥多摩町議会定例会の開会にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

　初めに、６月８日に発生いたしました日原街道の落石による通行止め関係についてご報告を申し上げます。

　日原街道平石橋先の落石により日原街道が全面通行止めとなったことから、日原地区住民67世帯、121名の方が孤立化をいたしました。このため、町では町道う回路として利用できるよう、照明施設、手すり等の整備を緊急に行うとともに、課長会を緊急招集し、問題点や課題等の抽出を行い、さらに孤立した日原地区住民の方々を支援するため、13日には副町長を本部長に緊急対策本部を組織し、日原、大沢自治会、西多摩建設事務所、奥多摩消防署、奥多摩交番に参加をいただき、対応策を協議いたしました。

　当面の措置として、庁有車を緊急車両として１日１便通行禁止区域を往復できるように、西多摩建設事務所の許可を得て、食糧品や燃料等を積み込み、日原川白妙橋で自治会の用意した車両に積み替える方法で物資の搬入を行いました。その後、22日から、日原地区住民の方々、日原地域で働く企業の方、ごみ収集車等の生活支援車を対象に通行証を配付し、解放時間帯に町職員を現地連絡員として規制箇所に配置することで、１日３回の時間開放が可能となりました。

その後、７月３日の午後から通行止めが解除されましたが、今回の通行止めは26日間という非常に長い期間に及ぶもので、住民生活に大きな支障を来しましたが、今後は都道、国道の災害については、道路管理者である西多摩建設事務所等と緊密な連絡調整を図り、住民生活に与える影響を最小限に抑えるよう努力するとともに、これらの緊急事態発生時の対応について、日ごろから危機意識を持って、大規模災害に備えて準備をしていくことが大変重要であると考えさせられたところでございます。

この大規模災害に備え、９月２日には第36回奥多摩町総合防災訓練を町、消防署、奥多摩町消防団、青梅警察署等関連機関と地域住民が連携し、19の自治会の地域で避難参集訓練、初期消火訓練等を実施いたしました。参加人員は、町災害対策部員23名、消防署職員26名、消防団員146名、警察署等関係機関の職員10名、地域住民1,487名、合計1,692名でありました。

今年の総合防災訓練では、通常の訓練内容に加え、中長期的避難訓練として大氷川自治会、南氷川自治会、栃久保自治会を対象に各自治会の避難場所に集合を、改めて氷川小学校へ避難する訓練も実施いたしました。

この日以外にも、９月１日には川井地区で古里中学校と連携した防災訓練が行われ、消防署職員４名、消防団員10名及び地域住民87名が参加されました。また、９月３日には日原地区で消防団員５名、地域住民50名が参加して防災訓練が行われました。

町全体としては、関係機関職員、地域住民等合せて1,848名の参加により、有事の防災意識の高揚と確認を行いました。

昨年の防災訓練は台風の関東地方接近により中止となりましたので、今年の訓練は東日本大震災を経験してから初めての訓練となりました。自然災害はいつ何時起きるのか、その範囲がどのくらいまで及ぶのか全く予想することができません。大規模な災害が発生した時は、まず自分自身で自らの安全を確保し、そして地域で協力し合い、その上で補えないところは行政を通じて対応するという、自助、共助、公助の考え方に基づく住民皆様の協働が最も必要であり、重要なことであると考えております。

特に今年の訓練につきましては、先ほど申し上げましたように、学校との連携は川井自治会、長畑自治会が実施をいたしました。また、長期訓練として、氷川小学校を防災拠点として、そこに集まっていただくために、そこの整備として予算を組ませていただきましたけれども、今後、４つの小・中学校につきましては、非常電源、あるいは非常用の備蓄庫等を用意をしていきたい。また、地域21の自治会については、自主的な防災組織をつくっていただくということで、現在、11の地域で自主防災組織が立ち上がっております。さらに、これを21の自治会まで広げていただきながら、先ほど申し上げました自助、共助、公助の考え方に基づき、さらに徹底をして防災訓練を毎年実施していきたいというふうに考えております。

次に、一昨日の９日に開催されました「スポーツ祭東京2013・第68回国民体育大会のリハーサル大会」についてご報告を申し上げます。

国民体育大会は広く国民の間にスポーツを普及し、国民の健康増進と体力の向上を図り、合せて地方スポーツの振興と地方文化の発展に寄与するとともに、国民生活を明るく豊かにすることを目的に開催され、２万人以上の選手、監督が参加する国内最大の体育スポーツの祭典とされております。

奥多摩町では自転車競技ロードレースを、八王子市役所をスタートし、陣馬街道、高尾街道を経由してあきる野市を走り抜け、檜原村から奥多摩周遊道路を経て奥多摩湖でゴールするコースで実施をいたしました。残暑の厳しい１日となりましたが、競技選手、監督192名、関係機関の委員、ボランティアの方、職員等の関係スタッフ約380名の多くの参加をいただき実施することができました。一部交通規制もあり、町民皆様には大変ご迷惑をおかけいたしましたが、大きな事故、トラブル等もなく盛大に実施することができました。

今回のリハーサル大会の内容を十分に検証し、来年９月29日に開催される本大会が万全の体制で成功できるように、これから検証してまいりたいと思っております。

今回、１つ私自身が感じましたことは、できれば来年についてはもう少しギャラリー、観客の人たちが、住民も含めて大勢の人たちに見ていただければいいなというふうに思っております。なかなか自転車競技でございますので、非常に速いスピードで通り過ぎてしまう。また、沿線で見るということが町内の中ではなかなか難しいわけでございますけれども、是非来年の９月29日に向かいましては、議員皆様、住民皆様のご協力をいただきながら、全国から来る選手に対して温かい声援をおくれる体制をつくっていただければありがたいなというふうに思うところでございます。

さて、西秋川衛生組合の加入が、昨年の10月３日に東京都知事の許可を得て正式に決定をいたしました。平成25年12月ごろから西秋川衛生組合へごみの試験搬入が予定されております。これに伴い、これまで行ってきたごみの資源化、減量化をより一層推進する必要があるとともに、来年４月からごみの分別方法や収集方法について変更が生じることになります。このため、奥多摩町廃棄物減量等推進審議会に対し、この８月７日にごみ処理手数料について、及び、ごみ収集方法についての諮問を行いました。現在、審議会の意見を求めているところでございます。今後は、審議会でご協議をいただき、その答申に基づいて12月定例議会に奥多摩町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の改正案を提出し、その後、住民皆様に対しまして説明会を開催する予定でございます。

現在の状況を申し上げますと、あきる野市、日の出町、檜原村に比べまして、奥多摩町のごみの減量化率が非常に低いという状況であります。また、１人当たりのごみの排出量も３市町村に比べて多いというふうなことから、これらをいろいろ議論していただきながら、どのようにしてごみを減量するか、あるいは再資源化するかということについて諮問をさせていただきましたので、その後の答申に基づいて議会に提案させていただきたいと思っております。

さて、既にご通知を申し上げましたとおり、本日より地方自治法及び奥多摩町条例に基づき平成24年第３回奥多摩町議会定例会を招集させていただきました。

　今議会に町長提案として提出する議案は、条例の一部改正する議案が３件、決算認定８件、報告案件３件、補正予算７件、教育委員会委員の任命の同意を求めることについての人事案件１件、契約案件４件の計26件であります。

次に、ご提案いたします議案につきましては、議事日程に従い担当課長より提案理由を説明申し上げますが、私から、その概要について申し上げます。

　議案第54号　奥多摩町子どもの医療の助成に関する条例の一部を改正する条例、及び議案第55号　奥多摩町ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例は、障害者制度改革推進本部等における検討を踏まえて、障害者保健福祉施策を見直すまでの間において、「障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律」の施行に伴い、児童福祉法の適用規定に条文のずれが生じたため、規定の整備をするものでございます。

　議案第56号　奥多摩町介護保険地域支援事業利用者負担条例の一部を改正する条例は、「介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律」の施行に伴い規定を整備するものでありますが、主な内容は、介護予防サービスを充実させるため、これまで一次予防事業において実施していた介護予防デイサービスについて、要支援二次予防事業においても実施できるよう改正するものであります。

　次の認定第１号から認定第８号までにつきましては、平成23年度一般会計を始め特別会計、企業会計、計８会計の歳入歳出決算の認定をいただく案件でございます。

　報告第１号及び第２号の２件につきましては、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成23年度決算における奥多摩町健全化判断比率と奥多摩町資金不足比率について、算定基礎事項を記載した書類とともに監査委員に審査をいただきましたので、その意見を付けて議会に報告するものであります。

　報告第３号につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき報告するものでございます。

議案第57号から議案第63号までにつきましては、現在執行しております平成24年度奥多摩町一般会計及び特別会計の７会計の補正予算案であります。

議案第64号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることにつきましては、平成24年９月30日をもって任期満了となる教育委員会委員木村光惠氏、及び栃元　誠氏の後任として、改めて両氏を任命したいので、議会の同意を求めるものでございます。

　また、議案第65号につきましては、下水道管渠建設工事その23の請負契約を、議案第66号につきましては、塵芥収集車の購入契約を、議案第67号につきましては、小型動力ポンプ積載車の購入契約を、それぞれ締結するため、議会の議決をいただくものでございます。

　そのほか、本定例会の開会中に登計原総合グラウンド天然芝生化新設工事請負契約の変更についての議案の提出を予定しております。

　以上、町長提出案件の概要を申し上げましたが、ご審議の上、ご決定をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。

　終わりにあたりまして、今、国の政局も民主党代表選、自民党総裁選も間もなく予定されるなど、大変不安定な状況にあり、近いうちに衆議院の解散総選挙も噂されております。このような状況の中、８月10日には社会保障と税の一体改革に関する関連法案が可決成立し、消費税の引き上げなど住民生活に直接与える影響が今後危惧されるところでございます。

　また、８月の月例経済報告でも、海外経済の減速で景気の先行きが不透明になってきたとし、基調判断を10カ月ぶりに下方修正をしておりますが、現状を見ましても雇用情勢は依然として厳しく、個人所得の伸びが見込めない状況であります。

　当町でも自主財源である町税は、これからも年々減少していくことが予想されるなど、町の財政環境は依然として厳しい状況は変わりはございません。そのため、これまでと同様に国、都に依存する割合は依然として高く、歳入予算の６割以上が地方交付税を含めた国・東京都の支出金が占めている状況であります。

　特に歳入の４割以上を占める東京都支出金の中でも、町の振興事業、財政状況、経営努力等を総合的に勘案して交付される市町村総合交付金をより多く確保することは、安全・安心なまちづくりを行い、少子化、高齢化に対応し、若者の定住化のための事業をより積極的に行うため、当町にとっての最重要課題であると考えております。

　平成24年度の当初予算でも見ていただくとわかるように、町税は８億円ちょっとでございます。今申し上げました市町村総合交付金は、平成23年度で16億円ほど交付をいただいております。これは町税の約２倍であります。したがい、自らの財源確保のために町自身の行財政改革、あるいはそれらの財源確保につきまして、これからも努力をしていかないと、町自身の行財政運営は成っていかないというのが実態でございます。こういうような実態をよく踏まえていただきながら、今後の財政状況、あるいは行財政の運営をしてまいりたいというふうに思っているところでございます。

　特に今後の問題といたしましては、下水道事業があと４年間で全事業が終了いたします。この下水道の終了した時点の起債の返還につきましては、約10億円必要であるというふうに私は考えております。現在の状況では、東京都の理解をいただきながら、総合交付金の中から地方債に返還するための基金を今積み立てて、10億円になりました。15億円積めば一般会計からの持ち出しをせず、下水道の返済をしていく時には、その基金を取り崩すことによって安定的に借金の返済ができるというふうに考えております。

　何回も申し上げておりますように、水道事業の一元化、あるいは西秋川衛生組合の加入によりまして、将来に町自身が負担しなければいけないお金として約90億円のお金を肩代わりしていただいております。このようないろんな努力をして町の少子化の問題、定住化の問題、あるいは町自身でやらなければいけない問題に取り組んでおります。基金があるからといって、それを出してしまうということになりますと、後年度の行財政運営が立ち行かないということでございますので、今後も事業の見直し等、行政の改革、あるいは効率化を進めながら財源の確保を図ってまいりたいというふうに考えております。

　したがいまして、議員皆様方におきましては、町の状況、あるいは財源を確保しないと事業ができないという状況等を十分にご理解いただきながら、ご協力を申し上げまして、第３回定例町議会の開会にあたってのご挨拶とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で、町長のあいさつは終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開といたします。

午前10時51分　休憩

午前11時05分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第54号　奥多摩町子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例、日程第７　議案第55号　奥多摩町ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。

〔福祉保健課長　清水　信行君　登壇〕

○福祉保健課長（清水　信行君）　議案第54号　奥多摩町子どもの医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容についてのご説明をいたします。

　提案の理由でございますが、障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律（平成22年法律第71号）の施行により、規定を整備する必要があるためでございます。

　条例の改め文もございますが、新旧対照表にてご説明いたします。新旧対照表の１ページをご覧ください。

　条例第３条の対象者についての規定で、第２項において対象外の者を規定しておりますが、第３号で引用している児童福祉法の下線の部分でございますが、提案理由にもあります法律が平成24年４月１日に施行されたことにより、児童福祉法の中で障害児通所支援の制度が創設され、児童福祉法第６条の２として新たに規定されたため、これまで第６条の２として規定されておりました児童自立生活援助事業等が第６条の３に、第６条の３として規定されておりました里親及び養育里親等が第６条の４に繰り下げられたことから、本条例で引用している児童福祉法の条番号を改めるものでございます。

　「第６条の２第８項」を「第６条の３第８項」に、「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に、それぞれ改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。

　次に、議案第55号　奥多摩町ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容についてご説明いたします。

　提案の理由でございますが、議案第54号と同様でございます。

　同じく新旧対照表にてご説明いたします。新旧対照表の２ページをお開き願います。

　条例第２条において、用語の定義をしておりますが、同上第３項において規定している養育者について、養育者から除外する者を規定するため引用している児童福祉法の条番号が、議案第54号と同様に繰り下げられたことから、条例で引用している児童福祉法の条番号を改めるものでございます。

　「第６条の２第８項」を「第６条の３第８項」に、「第６条の３第１項」を「第６条の４第１項」に、それぞれ改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行するものでございます。

以上で、議案第54号及び議案第55号の説明を終了いたします。ご審議の上、ご決定賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第54号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第54号の質疑を終結します。

　次に、議案第55号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第55号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第54号及び議案第55号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第54号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第54号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第55号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第55号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第56号　奥多摩町介護保険地域支援事業利用者負担条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。

〔福祉保健課長　清水　信行君　登壇〕

○福祉保健課長（清水　信行君）　議案第56号　奥多摩町介護保険地域支援事業利用者負担条例の一部を改正する条例につきまして、提案理由及び内容についてのご説明をいたします。

　提案の理由でございますが、介護予防サービスを充実させるため、規定を整備する必要があるためでございます。

　条例の改め文もございますが、新旧対照表にてご説明いたします。新旧対照表の３ページをお開き願います。

　別表第２条関係の地域支援事業の事業名について改めるものでございます。

　事業名の欄、３段目の「介護予防デイサービス」を「介護予防・日常生活支援総合事業介護予防デイサービス」に、同欄６段目中の「一次予防事業配食サービス」を「任意事業配食サービス」に改めるものでございます。

　この改正につきましては、平成23年度の介護保険法の改正により新たに創設された地域支援事業、介護予防・日常生活支援総合事業を市区町村の判断で実施した場合に、地域支援事業費について、これまで介護給付費の３％と定められていた上限が４％に増額できることとなったことから、町ではこれを実施することとし、そのため規定の整備を行うものでございます。

　既に３月に開会されました平成24年第１回定例町議会におきまして、この介護保険地域支援事業利用者負担条例について、同じく別表の改正を提案し、ご審議の上、可決決定していただいておりますが、当時は、この新たな事業についての事業構成につきまして、厚生労働省の方針が定まっていなかったことから、今回改めて規定するものでございます。

　この介護予防・日常生活支援総合事業では、要支援認定者及び二次予防対象者に対して、介護予防デイサービスと配食サービスを実施し、配食サービスについては、厚生労働省の事業構成と合せて任意事業配食サービスと事業名を変更するものでございます。

　なお、附則といたしまして、第１項（施行期日）、この条例は、平成24年10月１日から施行する。

　第２項（適用区分）、改正後の奥多摩町介護保険地域支援事業利用者負担条例の規定は、平成24年10月分の利用者負担から適用し、平成24年９月分までの利用者負担については、なお従前の例による、とするものでございます。

　以上で、議案第56号の説明を終了いたします。ご審議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第56号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第56号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第56号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第56号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第56号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第９　認定第１号　平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について、日程第10　認定第２号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第11　認定第３号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第12　認定第４号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第13　認定第５号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第14　認定第６号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第15　認定第７号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第16　認定第８号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について、以上８件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めますが、日程第17　報告第１号　平成23年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について、日程第18　報告第２号　平成23年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告については、関連がありますので、認定第８号の説明終了後、続けて報告をお願いします。会計管理者。

〔会計管理者　清水　　明君　登壇〕

○会計管理者（清水　　明君）　認定第１号から認定第８号までの平成23年度一般会計歳入歳出決算を始めとする特別会計、企業会計の決算につきまして、地方自治法並びに地方公営企業法の規定に基づき議会の認定に付すべく、その提案の説明を申し上げます。

　なお、本件につきましては、議会運営委員長からの報告がありましたとおり、決算特別委員会を設置し、審査を付託することになりましたので、一般会計、特別会計、企業会計の順に概要の説明を申し上げます。

　初めに、認定第１号　平成23年度奥多摩町一般会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　決算書の１ページをお開き願います。

　まず、歳入でございますが、歳入の収入済額の総額は61億1,681万7,248円で、対前年度比3,842万1,419円、0.6％の増となりました。

その主な要因は、町税、繰越金、町債等が減額となっているものの、財政力の弱い団体に多く配分される地方交付税、国庫支出金、東京都市町村総合交付金を含む都支出金等の増額により、対前年度比が増額となりました。

また、収入未済額につきましては、町税ほか1,996万8,199円で、対前年度比102万1,912円、4.9％の減となりました。

なお、地方税法第18条により248万1,380円の不納欠損処分を行いましたが、詳細につきましては、事務報告書の95ページをご覧いただきたいと思います。

　次に、２ページ歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は59億8,335万4,617円で、対前年度比3,731万1,183円、0.6％の増となりました。

その主な要因は、総務費、民生費、農林水産業費等が減額となっているものの、西秋川衛生組合加入負担金を含む衛生費、観光施設等整備基金積立金、奥多摩温泉もえぎの湯木質バイオマスボイラー施設建設工事費を含む商工費等が増額となりました。その結果、歳入歳出差引残高は１億3,346万2,631円となりました。

なお、平成23年度に執行した個々の事業につきましては、事務報告書に詳細が載っておりますので、後ほどご参照をいただきたいと思います。

次に、132ページをお開きください。

「実質収支に関する調書」でございますが、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の１億3,346万2,000円が実質収支額となりました。

なお、133ページ以降の「財産に関する調書」につきましては、ご参照をいただきたいと思います。

次に、認定第２号　平成23年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

奥多摩都民の森は、都民が自然に親しみ、林業の体験や野外レクリエーションを通して森林・林業についての正しい理解を深めるとともに、地域の振興を図る目的で平成５年７月にオープンした東京都の施設であります。平成18年度より指定管理者として運営を行っております。

決算書の１ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は、7,166万9,805円で、対前年度比88万7,727円、1.3％の増となりました。

　次に、２ページをお開きください。歳出の支出済額の総額は7,020万9,653円で、対前年度比201万1,139円、2.9％の増となりました。

　次に、10ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の146万152円が実質収支額となりました。

　次に、認定第３号　平成23年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　奥多摩町山のふるさと村は、都民に奥多摩の豊かな自然に親しんでいただくためのレクリエーションの拠点となると同時に、自然への理解を深め、貴重な自然の保護と回復を図って、都民が一体となったふるさと意識を育てることを目的に、平成６年度に全面オープンした東京都の施設であります。平成18年度より指定管理者として運営を行っております。

　決算書の１ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は、１億5,823万2,873円で対前年度比423万8,220円、2.6％の減となりました。

　次に、２ページをお開きください。歳出の支出済額の総額は、１億5,455万8,730円で対前年度比690万7,863円、4.3％の減となりました。

　次に、10ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の367万4,143円が実質収支額となりました。

　次に、認定第４号　平成23年度奥多摩町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　国民健康保険事業は、平成20年度に後期高齢者医療制度が開始され、新制度への被保険者の大幅な移行がありましたが、本会計の運営は依然として厳しい状況にあるため、医療費の抑制に努めました。

　決算書の１ページをお開きください。

　歳入の収入済額の総額は９億2,193万8,739円で、対前年度比4,917万2,929円、5.6％の増となりました。収入未済額は1,035万2,100円で、対前年度比16万2,900円、1.5％の減となり、地方税法第18条による不納欠損額は61万4,500円で、対前年度比20万400円、48.4％の増となりました。

　次に、２ページ、歳出でございますが、支出済額の総額は８億5,268万5,594円で、対前年度比5,753万8,811円、7.2％の増となりました。

　次に、25ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額の6,925万3,145円が実質収支額となりました。

　なお、「財産に関する調書」につきましては、26ページをご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第５号　平成23年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　後期高齢者医療事業は、老人医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、公平でわかりやすい制度とするため、老人保健制度に代わる新しい制度として平成20年４月から施行され、制度の円滑な運営を図るため平成22年度に引き続き低所得者に対する保険料の軽減が行われました。

決算書の29ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は１億8,932万2,861円で、対前年度比698万7,143円、3.8％の増となりました。収入未済額につきましては、19万4,500円で、対前年度比23万9,000円、55.1％の減となりました。

　次に、30ページ、歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は１億8,268万8,173円で、対前年度比378万690円、2.1％の増となりました。

　次に、39ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額663万4,688円が実質収支額となりました。

　次に、認定第６号　平成23年度奥多摩町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　介護保険事業は、平成21年度から平成23年度までの第４期事業計画に基づき、介護サービスの質の向上等を重視した新たな計画の最終年度となりました。

　決算書の41ページをお開き願います。

　歳入の収入済額の総額は７億8,329万6,954円で、対前年度比5,276万6,549円、7.2％の増となりました。収入未済額につきましては、197万800円で、対前年度比11万300円、5.9％の増となりました。

　次に、42ページ、歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は７億6,596万7,334円で、対前年度比4,442万6,515円、6.2％の増となりました。

　次に、61ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がありませんので、歳入歳出差引額1,732万9,620円が実質収支額となりました。

　なお、「財産に関する調書」につきましては、62ページをご参照いただきたいと思います。

　次に、認定第７号　平成23年度奥多摩町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について説明申し上げます。

　平成11年７月全面供用開始となりました小河内処理区の平成24年３月末現在での水洗化率は99.3％、奥多摩処理区につきましては、平成21年７月の一部供用開始に伴い水洗化率は54.1％、奥多摩町全体の普及率につきましては、35.5％となりました。

　また、市町村設置型合併処理浄化槽は、大丹波地区ほかの15戸に整備をすることができました。

　決算書の１ページをお開きください。

　歳入の収入済額の総額は９億3,476万1,365円で、対前年度比２億6,797万585円、22.3％の減となりました。

　次に、２ページ、歳出でございますが、歳出の支出済額の総額は９億3,475万9,674円で、対前年度比２億6,796万4,615円、22.3％の減となりました。この減の主な要因は、奥多摩処理区管渠建設工事の減によるものでございます。

　次に、13ページの「実質収支に関する調書」をお開き願います。

　歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源がございませんので、歳入歳出差引額の1,691円が実質収支額となりました。

　次に、認定第８号　平成23年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算の認定について説明申し上げます。

　決算書の１ページ、２ページをお開きください。

　収益的収入及び支出でございますが、収入決算額は４億6,642万1,480円、支出決算額は４億8,077万1,272円で、収支差引額1,434万9,792円が単年度収支として不足となりました。医業費用に対する医業収益の割合は61.1％で、前年度の68.3％と比較し7.2％の減となりました。

　次に、３ページ、４ページの資本的収入及び支出でございますが、収入決算額は1,525万円、支出決算額は4,901万715円で、収支差引額は3,376万715円の不足となりました。この不足額につきましては、過年度損益勘定留保資金で補てんをいたしました。この資本的支出は、エレベーター交換工事費などでございます。

　なお、業務内容等詳細につきましては、決算書の21ページ以降、また事務報告書に詳しく記載してございますので、ご覧いただきたいと思います。

　以上、認定第１号から認定第８号までの決算につきまして提案の説明をさせていただきましたが、決算認定の意義につきましては、申し上げるまでもございませんが、歳入歳出予算の執行結果を総合的に確認し、今後の予算編成や財政運営に生かしていくという大切な意義がございますので、慎重なご審議をいただきましてご認定を賜りますようお願いを申し上げまして、提案の説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　報告第１号及び報告第２号の説明をさせていただきます。

　初めに、報告第１号　平成23年度決算における奥多摩町健全化判断比率の報告について説明をさせていただきます。

　本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき報告するものでございます。

　それでは、平成23年度決算における奥多摩町健全化判断比率報告書をご覧ください。

　ここに記載してあります表は、左から実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率という内容になっております。これが財務指標四表と呼ばれるもので、地方公共団体の財政の健全度を示す判断基準になるものです。また、それぞれの表の上段に記載しております横棒のバー（――）という記号と数字につきましては、平成23年度の決算後における当町の数値であります。

　また、それぞれの表の下段に括弧で記載されている数値は、早期健全化基準といわれ、実質赤字比率は15.00％、連結実質赤字比率は20.00％、実質公債費比率は25.00％、将来負担比率は350.00％が基準とされ、４つの比率のうち１つでもこの基準を超えた場合には、直ちに早期健全化計画を策定し、議会の議決を受けなければならないとされております。

　それでは、内容につきまして順にご説明をさせていただきます。

　初めに、実質赤字比率についてご説明をさせていただきます。

　実質赤字比率とは、一般会計等における決算が黒字であったのか、赤字であったのかを示すもので、当町の場合は一般会計及び一般会計に属する特別会計の都民の森特別会計、山のふるさと村特別会計における実質赤字額を標準財政規模で除した数字であらわします。

　なお、標準財政規模とは、町税や地方交付税など使途が特定されず自由に使える財源の総額をいいます。当町における平成23年度の標準財政規模は24億9,309万2,000円となっております。

当町における平成23年度実質赤字比率につきましては、表に横棒のバーという記載になっておりますが、これは、一般会計を含む３会計の決算が黒字であることを示すものであります。

内容につきましては、一般会計を含む３会計で１億3,859万7,000円を繰り出ししておりますので、規則に基づき計算をいたしますと、当町の実質赤字比率はマイナス5.55％となります。したがいまして、この表の上ではプラスの数字が赤字比率として記載されますことから、黒字は規則により横棒のバーという記載になります。

次に、連結実質赤字比率についてご説明させていただきます。

連結実質赤字比率は、当町におけるすべての会計の決算状況が赤字であったか、黒字であったかを示すもので、一般会計、特別会計、公営企業会計を含め全８会計が対象となります。

内容につきましては、一般会計を含む３会計の繰越金が１億3,859万7,000円、特別会計では、国民健康保険特別会計など３会計の繰越金が9,321万8,000円、公営企業会計では病院事業会計及び下水道事業会計の剰余金が１億5,308万3,000円で、合計いたしますと３億8,489万9,000円の黒字となっており、連結実質赤字額を標準財政規模で除した数値につきましては、マイナス15.43％となり、黒字の決算となっております。よって、この表の上では、実質赤字比率と同様にプラスの数字が赤字比率として記載されますことから、黒字は規則により横棒のバーという記載になります。

次に、実質公債費比率についてご説明をさせていただきます。

実質公債費比率は、一般会計における公債費と公営企業会計等の公債費の償還に充てられた一般会計からの繰出金との合計額等を、標準財政規模で除した数値であらわします。

平成23年度決算における当町の実質公債費比率につきましては、表の上段に記載しておりますとおり10.2％になります。実質公債費比率につきましては、当該年度を含め過去３か年の単年度実質公債費比率の平均値であらわしますので、過去３か年の平均が10.2％ということであります。実質公債費比率につきましては、表の下段に括弧して25.0％とありますが、この数値を超えた場合は、財政健全化計画を策定しなければなりません。

また、実質公債費比率が18.0％を超えた場合には、地方債を発行する際に協議制から許可制となりますが、当町の平成23年度決算における実質公債費比率は10.2％でありますので、起債を発行する際には東京都との協議となります。

次に、将来負担比率についてご説明をさせていただきます。

将来負担比率とは、一般会計及び公営企業会計等における地方債の残高や職員の退職手当など、現時点において将来的に支払いが見込まれる額から基金などこれに充当可能な額を差し引いた総額を分子に、標準財政規模から地方交付税に算入される公債費充当額を差し引いた総額を分母にいたしまして算出をいたしました数値のことをいいます。

これを端的に申し上げますと、町に１年間に入る収入額と蓄えてある基金等の額が、将来支払っていかなければならない公債費等に対して、現在、どのようなバランス状態にあるのかを判断する指標でございます。

当町の平成23年度決算における将来負担比率につきましては、表にございますとおり34.2％となっております。将来負担比率につきましては、表の下段に括弧して350.0％が早期健全化基準となっておりますので、大きく下回り、健全な状態となっております。

以上で報告第１号の説明を終わらせていただきます。

次に、報告第２号　平成23年度決算における奥多摩町資金不足比率の報告について説明をさせていただきます。

本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定に基づき報告するものでございます。

それでは、平成23年度決算における奥多摩町資金不足比率報告書をご覧ください。

この表は、病院事業会計、下水道事業特別会計の順に記載をしてございますが、資金不足比率につきましては、公営企業会計における資金が不足しているのか、足りているのかを判断する指標であります。

また、先ほど説明をさせていただきました財務指標四表と同じく、上段に記載してあるものが平成23年度決算における数値で、それぞれ下段に括弧して20.0％と表記しているものが早期健全化基準ということで、この基準を超えた場合には経営健全化計画を策定し、議会の議決を受けなければならないとされております。

資金不足比率の内容につきましては、それぞれの会計における流動資産から流動負債を差し引いた額がマイナスになりますと資金不足ということで、計算式により比率計算を行った上で、表の上段に数値を記載いたしますが、プラスの場合については資金が足りているということで、比率の表示は行わず横棒のバーを記載することとなっております。

当町における公営企業２会計の平成23年度決算における流動資産から流動負債を差し引いた額につきましては、病院事業会計がプラス１億5,308万3,000円、下水道事業特別会計がプラス1,000円と、いずれの会計も資金不足の状況にはなく、よって、各表の上段には横棒のバーという記載がされております。

　以上で、報告第１号及び報告第２号の説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で、説明及び報告は終わりましたが、平成23年度の各会計決算並びに平成23年度分の健全化判断比率、資金不足比率については、それぞれ監査委員の審査に付され、お手元にその審査意見書の写しが既に配付されております。こちらに滝島代表監査委員にご出席をいただいておりますので、審査の経過及び結果についてご報告いただきたいと思います。滝島代表監査委員。

〔代表監査委員　滝島　勇一君　登壇〕

○代表監査委員（滝島　勇一君）　皆さん、こんにちは。

　ただいま決算審査報告並びに財政の健全化に関する審査報告のご指名をいただきました代表監査委員の滝島勇一でございます。お時間をいただきましてご報告申し上げたいと思います。

　まず、決算審査の結果につきご報告申し上げます。

　このたび地方自治法の規定により審査の対象となりましたのは、平成23年度の奥多摩町における次の会計の歳入歳出決算で、一般会計、都民の森管理運営事業特別会計、山のふるさと村管理運営事業特別会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、下水道事業特別会計の７決算でございます。また、地方公営企業法の規定により審査の対象となりましたのは、同じく平成23年度の奥多摩町国民健康保険病院事業会計決算でございます。

　審査の実施日は、平成24年７月26日、31日、８月１日、３日の４日間で、審査の実施者は、原島幸次監査委員と私、滝島でございます。

　審査の手順につきましては、報告書に記載のとおりでございますが、要するに、平成23年度のすべての事務事業について決算審査を行い、各課長及び係長から所管事務事業のうち主たる事業の必要性、有効性につき意見聴取を行い、合わせて職員の担当者意識についてもヒヤリングを行いました。

　次に、審査結果ですが、平成23年度の奥多摩町の全８会計の決算書類は、関係法令に準拠して作成されており、関係帳簿及び会計伝票並びに証票類とも照合の結果、決算の係数に誤りはなく、預金残高とも符合し、基金の運用状況及び予算の執行も適正かつ正確であり、歳入歳出とも妥当であったことを認めます。

　次に、審査の概要ですが、お手元の意見書２ページの（１）一般会計より、７ページの（９）基金の状況までに、それぞれの会計における状況と内容につきまして記載してございますので、恐れ入りますが詳しい説明は割愛させていただきます。

　また、個々の会計への審査意見につきましても、８ページから10ページに記載してありますので、ご参照いただくことにし、総括的なことを申し上げ、審査意見の報告とさせていただきます。

　お手元の審査意見書11ページに、総括・結びとして記載してありますが、まず、一定の仕事を一定の手順に従って行うという意味で、役場の職員が誠実に職務を遂行していることは称賛に値すると思います。しかし、バブル崩壊から20年、歳入をどう使うかという時代は過ぎ去り、ない袖は振れない現実を住民に説得しなければならない時代が到来しています。

　言うまでもなく、役場は町で最大の予算規模を持つ組織であり、その予算の使い方次第で町の将来が決まります。そして、他の市町村同様に町の将来に観光業以外の選択肢がないことも事実であります。したがって、議員及び職員各位は必然的に観光業振興の中心的役割と責任を担っていることを、おのおの肝に銘じる必要があります。

　さしあたり、新鳩の巣荘の成否が町の将来を左右する鍵になると考えられますが、老朽化国民宿舎の建て替えという微視的な議論ではなく、町全体の発展に資するための第一歩という位置づけを明確にし、十分な情報開示のもとに住民の賛同を得る必要があり、失敗が許されないことは当然です。

　さて、キャンプ場、釣り場、山ふる、都民の森等、自然あふれる町の観光資源は決して他に見劣りするものではありません。しかし、自分の守備範囲を守っていれば事足れりという縦割り行政の弊害が目立ち、互いに協力し、町全体の魅力を上げようとする発想と仕組みがありません。町ホームページのアクセス数に観光産業課が無関心なのが典型的な例で、これをもったいないと受け止める感覚が全くありません。

　さらに厄介な問題は、行政にありがちな上から目線であります。無神経な本人に悪気はないのですが、受ける側にとっては実に後味が悪いものです。例えば、奥多摩に住みたいと相談に来た若者に、役場の窓口は住所や仕事先が地元か否かを問います。せっかく来てくれた相手を歓迎し、何とかしようという気持ちがありません。行政に感性は不要だったかもしれませんが、感動・感激なくしてサービス業が成り立つはずがありません。行政と観光業とは所詮並び立たないものかのかもしれません。

　一方、奥多摩で新しい仕事に挑戦しようとする若者たちが出現しています。これは、新しいチャンスの萌芽と思いますが、果たして町は彼らのニーズを積極的に受けとめているのでしょうか。競争は疲れるという声を彼らは敏感にキャッチし、奥多摩にチャンスを求めています。彼らをバックアップし、彼らの後ろにいる大勢の若者を取り込むことができれば、町は大きく変わる可能性があります。しかし、彼らのニーズをチャンスととらえる感性がなければ、猫に小判です。

　昨今の山ブームも、また大きなチャンスです。しかし、現状のままでは悲観的にならざるを得ません。議会、役場、バス会社、観光業界等が一体となって総合的な戦略を立て、人、物、金をつぎ込む必要があります。

繰り返しますが、チャンスは目の前にあります。奥多摩の将来のために、リスクを恐れず、現状を打破しようとする真のリーダーシップの出現を切に希望するものであります。

　次に、先ほど報告がなされましたが、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定により審査に付されました、平成23年度分の奥多摩町の健全化判断比率算定書類及び資金不足比率算定書類に関する審査の結果につきご報告申し上げます。

　審査日は、平成24年８月21日、審査実施者は原島委員と私でございます。

　審査手順につきましては、報告書に記載のとおりでございます。

　また、審査結果につきましては、算定基礎事項を記載した書類と総括表とを照合の結果、計数等はすべて正しく、適正に書類が作成されていたものと認めます。

　なお、実質公債費比率は負担適正化計画の下での取り組みの結果、本年度も単年度数値としては10％を下回ることができましたが、今後も継続して負担適正化に努める必要があります。

　また、将来負担比率も地方債の減額、充当可能基金の増加等により対前年比33％弱の下落を見ましたが、下水道事業の将来負担を考えると、引き続き堅実な財政運営がなされる必要があると思います。

　以上をもちまして、平成23年度の決算審査並びに平成23年度分財政の健全化に関する審査結果につきましての議会報告とさせていただきます。

　ありがとうございました。

○議長（清水　典子君）　以上で、滝島代表監査委員の報告は終わりました。滝島委員、大変ご苦労さまでした。合わせて議会選出の原島監査委員につきましてもご苦労さまでした。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。

午後12時01分　休憩

午後 １時00分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　お諮りします。休憩前に上程の認定第１号から認定第８号までについては、議長及び議会選出監査委員である原島議員を除く委員10名で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託し、審査することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本件につきましては決算特別委員会を設置し、これに付託し、審査することに決定しました。

　ここで決算特別委員会委員長の互選のため暫時休憩とします。

　休憩中に決算特別委員会の正副委員長の選出を行い、ご報告をお願いします。

午後１時01分　休憩

午後１時05分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　休憩中に正副委員長の選出が行われましたので、その結果を事務局長より報告させます。事務局長。

○議会事務局長（浜野　武雄君）　休憩中に決算特別委員会の正副委員長の選出が行われましたので、その結果を報告いたします。

　決算特別委員長に５番杉村良一議員、同副委員長に９番須崎　眞議員、以上のとおり選出されましたので、報告を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上のとおり、決算特別委員会委員長に５番杉村良一議員、副委員長は９番須崎　眞議員に決定しました。会期中に審査が終了するようお願いします。

　次に、日程第19　報告第３号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成23年度分）の報告についての報告をお願いします。教育課長。

〔教育課長　井上　永一君　登壇〕

○教育課長（井上　永一君）　報告第３号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成23年度分）の報告についてご説明させていただきます。

　この報告は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条第１項の規定により、奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価を報告するものでございます。

　報告書の１ページをお開きください。

第１の点検及び評価の実施について、第２の点検及び評価の実施方針についてにつきましては、この報告書を作成するに至った経緯、点検及び評価についての目的や実施方法につきまして記載いたしております。

　３ページをお開きください。

　第３といたしまして、平成23年度におけます教育委員会の活動状況についての報告でございます。３ページ、４ページにつきましては、毎月開催しております教育委員会の会議内容を、５ページ、６ページにつきましては、学校行事、外部への視察等の活動内容につきまして掲載いたしております。

　７ページをお開きください。

　第４といたしまして、教育委員会が平成23年度に取り組みました教育行政の基本となる教育目標、及びこの目標を達成するための５つの基本方針を掲載しております。

　８ページをお開きください。

　第５といたしまして、第４で掲げました５つの基本方針に基づき取り組みました教育施策としての23の重点項目を、それぞれ基本方針ごとに掲載しております。

　11ページをお開きください。11ページから32ページまでは、町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価となります。

　第５で定めました23の重点項目ごとに、各分野で取り組みました具体的な事務事業について点検し、自己評価をしております。評価につきましては、それぞれの施策、事務事業ごとに点検結果といたしまして、２ページにお戻りください。２ページの別表にございますように二重丸（◎）が事務事業の取り組みが順調に行われているという記号、以下、丸（○）はおおむね順調である、三角（△）はやや順調でない、バツ（×）は順調でないという評価でございます。

　11ページにお戻りください。各事務事業ごとに点検結果をつけさせていただき、それぞれの事務事業について、取り組み概要を記載しております。

　この表では、基本方針１の重点項目１につきまして評価をしております。

まず、道徳授業地区公開講座につきましては、点検結果といたしまして、順調に実施している。その下の２つの事業は、おおむね順調である。下段から２つ目の特色ある学習への補助、その次の環境教育の推進につきましては、順調に実施しているという自己の点検結果であるということでございます。それ以降、32ページまで、それぞれの基本方針で定める重点項目につきまして、その項目に沿って実施した事業につき、同様に評価をしておりますので、後ほどご覧いただければと思います。

　なお、今回の点検・評価につきましては、平成23年度に実施した事業について、平成23年度末の状況で評価をしておりますので、今日現在の状況と相違しているものもあろうかと思いますが、ご理解をお願いいたします。

　33ページをご覧ください。

　教育委員会は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条第２項の規定により、毎年その権限に属する事務の執行状況につきまして、自ら点検及び評価を行い、これを教育に関し、学識経験を有する方の意見を聞くことが義務付けられており、その意見聴取の結果でございます。

　今回は、点検評価委員といたしまして、前教育長の原島金廣氏、主任児童委員でＰＴＡ会長の経験もございます河村貴子氏のお二方にお願いをいたしました。

　意見を聴取している中で、教育委員会の事務事業の執行につきましてさまざまなご意見をちょうだいしたところでございます。

　以上、平成23年度分の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価の概要につきましてご報告いたしました。

　教育委員会では、この報告書を図書館等の施設で公表し、住民皆様からも広くご意見をいただき、点検評価委員からちょうだいしたご意見とともに、これからの教育行政の適正な事務の管理と執行に生かしていきたいと考えております。

　以上で、報告第３号　奥多摩町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況の点検及び評価（平成23年度分）の報告の説明とさせていただきます。

○議長（清水　典子君）　以上で報告は終わりました。

　次に、日程第20　議案第57号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）、日程第21　議案第58号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第22　議案第59号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第23　議案第60号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第24　議案第61号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第25　議案第62号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第26　議案第63号　平成24年度奥多摩下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上７件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。副町長。

〔副町長　加藤　一美君　登壇〕

○副町長（加藤　一美君）　それでは、議案第57号から議案第63号までの平成24年度奥多摩町一般会計を始めとする各会計の補正予算について、提案のご説明を申し上げます。

　初めに、議案第57号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億7,644万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ61億4,211万5,000円とするものでございます。

　２としまして、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるもの、第２条、既定の町債の変更については「第２表　町債補正」によるものでございます。

　それでは、内容についてご説明を申し上げます。

　まず、１ページの歳入でございます。

地方特例交付金は、交付決定により943万円減額し57万円に、地方交付税は普通交付税の交付決定により２億345万6,000円を追加し15億345万6,000円に、分担金及び負担金は、簡易給水施設加入金２万1,000円を追加し5,670万3,000円に、使用料及び手数料は、同じく簡易給水施設加入に伴い4,000円を追加し１億579万5,000円に、都支出金の都補助金は、民生費都補助金56万8,000円増、農林水産業費都補助金は農業費補助金18万2,000円減、林業費補助金は林道改良工事費３路線を合わせ1,368万5,000円減、土木費都補助金は八桑北線を含む11路線の整備費の増減によりまして1,283万円減、教育費都補助金は、第68回国民体育大会気運醸成・開催記念事業費250万円増で、都補助金は2,247万9,000円を減額し20億3,991万9,000円とするものでございます。

次に、都支出金の都委託金は、総務費委託金で選挙費と統計調査費で15万7,000円増、教育費委託金は言語能力向上推進事業及びスポーツ教育推進校事業で109万9,000円増、都委託金は125万6,000円を追加し２億9,998万8,000円に、都支出金は2,122万3,000円を減額し24億5,115万6,000円とするものでございます。

　次に、繰入金の特別会計繰入金は、介護保険特別会計並びに後期高齢者特別会計から854万8,000円を繰り入れ、基金繰入金は財政調整基金、公共施設整備基金、減債基金、観光施設等整備基金から総額8,800万円を繰り入れるもので、繰入金は7,945万2,000円を減額し１億8,145万円とするものでございます。

　次に、繰越金は、平成23年度からの繰越額の確定により１億346万2,000円を追加し、１億3,346万2,000円に、諸収入は受託事業収入で多摩の森林再生事業496万8,000円減、花粉症発生源対策事業1,645万3,000円減で2,142万1,000円を減額し４億3,937万5,000円に、町債は臨時財政対策債の確定によりまして103万2,000円を追加し、１億8,103万2,000円とするもので、歳入補正額の合計は１億7,644万9,000円を追加し、歳入合計を61億4,211万5,000円とするものでございます。

　２ページ、歳出でございます。

　議会費は、議会事務局費25万3,000円減、総務費のうち総務管理費は、職員手当等114万2,000万円減、都町村議会負担金等1,580万円増、庁舎管理費86万4,000円増、広報費８万6,000円増、財産管理費１万8,000円増、企画事業費30万5,000円増、コミュニティ施設整備事業で栃久保自治会館屋根等改修工事費464万9,000円増、財政調整基金積立5,700万円増、徴税費39万3,000円増、戸籍住民基本台帳費647万5,000円減、選挙費318万円減、統計調査費８万6,000円増で、総務費は6,427万2,000円を追加し、８億4,103万2,000円とするものございます。

　次に、民生費のうち社会福祉費は、介護保険事業費で職員給料311万2,000円減、繰出金250万2,000円増、介護老人福祉施設運営助成事業費2,150万円増、児童福祉費は子ども手当システム改修委託料278万円増で、民生費は2,479万2,000円を追加し、10億8,068万7,000円とするものでございます。

次に、衛生費のうち保健衛生費は、職員給料等216万7,000円増、遠隔予防医療システム保守委託料220万7,000円減、清掃費は一般廃棄物指定収集袋製造等業務委託料776万1,000円増で、衛生費は979万6,000円を追加し、６億7,484万円とするものでございます。

　次に、農林水産業費のうち農業費は25万円減、林業費は多摩の森林再生事業費496万7,000円減、花粉症発生源対策事業費845万2,000円減、環境政策推進事業費230万円増、林道維持管理費300万円増、都補助林道開設事業費200万円増で、農林水産業費は690万4,000円を減額し７億3,584万1,000円とするものでございます。

　次に、商工費のうち観光費は職員給料450万9,000円増、観光パンフレット印刷費360万円増、観光施設維持管理費164万5,000円増で、商工費は1,647万4,000円を追加し４億245万1,000円とするものでございます。

　次に、土木費のうち土木管理費は54万8,000円増、道路橋梁費は都補助道路新設改良事業費241万4,000円増、町単独道路新設改良事業費440万円増、河川費は河川改良費100万円増、住宅費は住宅管理費287万9,000円増、下水道費は下水道事業特別会計繰出事業費2,085万3,000円増などで、土木費は3,772万4,000円を追加し、９億844万1,000円とするものでございます。

　３ページに移ります。

　消防費は消防団費147万円増、消防施設維持管理費199万円増、備品購入費で防災倉庫購入費1,376万1,000円減額としますが、これを工事費に組み替え防災設置工事1,758万1,000円増、消防費は813万2,000円を追加し、２億4,978万2,000円とするものでございます。

　次に、教育費のうち教育総務費は職員給料等103万2,000円減、教育指導費332万1,000円増、小学校費は小学校教室等木質化等委託料120万5,000円増、中学校費は部活動支援補助金49万5,000円増、給食費は職員給料27万2,000円増、社会教育費は職員給料等394万4,000円増、国際交流音楽祭委託料300万円増、保健体育費は国民体育大会実行委員会補助金250万円増、登計原グラウンド天然芝生化スプリンクラー工事費180万円増などで、教育費計は1,708万7,000円を追加し７億6,791万4,000円とするものでございます。

　次に、災害復旧費のうち農林水産施設災害復旧費は財源組替えによるもの、公共土木施設災害復旧費は、道路・橋梁・河川の災害復旧費550万円増、災害復旧費は550万円を追加し2,375万円とするものでございます。

　次に、公債費は長期債の元金及び利子の確定に伴い44万6,000円減で３億4,844万9,000円に、予備費は27万5,000円増で、財政調整によるものでございます。

歳出補正額の合計は、歳入と同額の１億7,644万9,000円を追加し、歳出合計は61億4,211万5,000円とするものでございます。

　次に、４ページ、町債の補正でございますが、額の確定に伴い臨時財政対策債103万2,000円を追加し、合計で１億8,103万2,000円とするものでございます。

　以上で、議案第57号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第58号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ194万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ6,994万4,000円とするものでございます。

　２としまして、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１、２ページをお開きください。

　歳入の諸収入は、雑入及び体験教室実費徴収金48万5,000円を追加し49万2,000円に、繰越金は平成23年度からの繰越額の確定により145万9,000円を追加し146万円に、歳入合計は194万4,000円を追加し6,994万4,000円とするもの、歳出は、総務費の利用管理費で、体験教室需用費・備品・指導委託料等を194万4,000円を追加し、歳出合計は歳入合計と同額の6,994万4,000円とするものでございます。

　以上で、議案第58号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第59号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ367万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億6,467万4,000円とするものでございます。

　２としまして、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

１、２ページをお開きください。

　歳入の繰越金は、平成23年度からの繰越額の確定により367万4,000円を追加し367万5,000円に、歳入合計は１億6,467万4,000円とするもので、歳出では、総務費の利用管理費で、光熱水費及び修繕費307万9,000円増、予備費59万5,000円増で、歳出合計は歳入合計と同額の１億6,467万4,000円とするものでございます。

　以上で、議案第59号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第60号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,925万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９億4,325万3,000円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

１ページをお開きください。歳入でございます。

繰越金は、平成23年度の繰越額の確定に伴い5,925万3,000円を追加し6,925万4,000円とするもので、歳入合計を９億4,325万3,000円とするものでございます。

次に、２ページ、歳出でございます。

保険給付費は10万円増、共同事業拠出金は1,380万3,000円増、基金積立金は1,999万5,000円増、諸支出金は国保税一般分還付金、国都支出金及び療養給付費交付金返還金等で2,535万5,000円増で、歳出補正額は5,925万3,000円を追加し、歳出合計を歳入合計と同額の９億4,325万3,000円とするものでございます。

以上で、議案第60号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第61号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ401万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億601万3,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。歳入でございます。

後期高齢者医療保険料は262万円を減額し6,198万2,000円に、繰越金は663万3,000円を追加し663万4,000円とするもので、歳入補正額は401万3,000円を追加し、歳入合計を２億601万3,000円とするものでございます。

次に、２ページ、歳出でございます。

総務費は28万7,000円減、広域連合納付金は財源の組み替え、保健事業費は委託料41万2,000円増、葬祭費は20万円増、諸支出金は、過年度還付金及び一般会計繰出金で318万8,000円増、予備費50万円増で、歳出補正額計は401万3,000円を追加し、歳出合計を歳入合計と同額の２億601万3,000円とするものでございます。

以上で、議案第61号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第62号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ5,198万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億9,898万1,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。

　歳入の主な内容は、交付金・補助金等の確定に伴うもので、介護保険料は558万7,000円を追加し１億4,401万3,000円に、国庫支出金は419万円を追加し１億7,989万4,000円に、支払基金交付金は777万7,000円を追加し２億1,123万1,000円に、都支出金は1,244万円を追加し１億2,604万6,000円に、一般会計からの繰入金は250万2,000円を追加し１億1,479万8,000円に、繰越金は1,732万5,000円を追加し1,732万9,000円とするもので、歳入補正額は5,198万1,000円を追加し、歳入合計を７億9,898万1,000円とするものでございます。

　次に、２ページ歳出でございます。

　総務費の総務管理費は、介護保険システム賃借料等33万3,000円減で1,044万4,000円に、保険給付費は1,729万5,000円を追加し７億1,729万5,000円に、地域支援事業費の介護予防事業費では、配食サービス事業委託料556万8,000円増、介護予防ケアマネジメント事業負担金219万円増などで、775万8,000円を追加し4,271万2,000円に、基金積立金は1,394万6,000円を追加し1,394万8,000円に、諸支出金は過年度返還金及び一般会計への繰出金で、1,131万4,000円を追加し1,182万6,000円に、予備費で200万1,000円を追加し275万5,000円に、歳出補正額は5,198万1,000円を追加し、歳出合計は歳入合計と同額の７億9,898万1,000円とするものでございます。

以上で、議案第62号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第63号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）についてご説明申し上げます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ640万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ12億4,540万円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表　歳入歳出予算補正」によるもの、第２条、既定の町債の変更については、「第２表　町債補正」によるものでございます。

　１ページをお開きください。

歳入の国庫支出金は、額の確定によりまして995万3,000円を減額し４億1,648万3,000円に、繰入金は一般会計繰入金2,085万3,000円を追加し３億4,813万円に、町債は450万円減額し４億2,160万円に、歳入補正額は640万円を追加し、歳入合計12億4,540万円とするものでございます。

　２ページ、歳出の総務費は修繕費等で162万9,000円を追加し9,385万5,000円に、事業費は業務委託料、浄化槽整備費などで638万7,000円を追加し、９億8,644万2,000円に、公債費は159万1,000円を減額し１億6,348万7,000円に、予備費は２万5,000円を減額し161万6,000円に、歳出補正額は640万円を追加し、歳出合計は歳入合計と同額の12億4,540万円とするものでございます。

　次に、３ページ、町債の補正でございますが、額の確定に伴い下水道事業債を450万円減額し、合計で４億2,160万円とするものでございます。

　以上で議案第63号の説明を終わらせていただきます。

　以上、議案第57号から議案第63号までの一般会計並びに特別会計について補正予算の提案のご説明をさせていただきました。

　今後の予算執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜りご決定いただきますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の議案第57号から議案第63号までについては、会議規則第37条の規定により所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開催する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第57号から議案第63号までについては連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査が終了するようお願いします。

　次に、日程第27　議案第64号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて、を議題とします。

　ここで、審議の対象となる教育長　栃元　誠君には審議が終了するまで退席を求めます。

（教育長　栃元　　誠君　退席）

○議長（清水　典子君）　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第64号　奥多摩町教育委員会委員の任命の同意を求めることについて、提案のご説明を申し上げます。

　次の者を教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第４条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。

　理由でございますが、教育委員会委員木村光惠氏、栃元　誠氏が、平成24年９月30日をもって任期満了となりますので、その後任として同木村光惠氏、栃元　誠氏を教育委員会委員として任命いたしたく、議会のご同意を求めるものでございます。

　木村光惠氏、栃元　誠氏の学歴、職歴、経歴等につきましては、お手元の略歴書のとおりでございますが、木村光惠氏は、平成12年10月１日より教育委員会委員として、また、平成15年12月24日からは委員長を務められておりますとともに、委員として人格、識見ともに適任でありますので、引き続き任命いたしたく議会のご同意をお願いするものでございます。

　次に、栃元　誠氏は、平成20年10月１日より教育委員会委員として務められておりますが、この委員として人格、識見ともに適任でありますので、引き続き任命いたしたく議会のご同意をお願いするものでございます。

　十分なるご審議をいただきまして、木村光惠氏、栃元　誠氏、両氏ともにご同意を賜りますようお願い申し上げまして、提案の説明といたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第64号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第64号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第64号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　なお、採決は無記名投票により行います。

　議場を閉鎖します。

（議場閉鎖）

○議長（清水　典子君）　初めに、議案第64号中、木村光惠君について投票を行います。

ただいまの出席議員は11名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に９番須崎　眞議員、10番竹内和男議員を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（清水　典子君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　配付漏れなしと認めます。
投票箱を点検します。

（投票箱点検）

○議長（清水　典子君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第27　議案第64号中、木村光惠君を奥多摩町教育委員会委員に任命することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示の上、投票箱に投票を願います。

　それでは、１番石田芳英議員から順次投票をお願いします。

（投票）

○議長（清水　典子君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（清水　典子君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて開票を行います。

　須崎　眞議員、竹内和男議員に立会いをお願いします。

（開票）

○議長（清水　典子君）　それでは、投票の結果を報告します。

　投票総数11票、有効投票11票、有効投票中、賛成票11票、反対票０票、以上のとおり賛成が多数であります。よって、木村光惠君を教育委員会委員に任命することについては、これを同意することに決定しました。

　次に、議案第64号中、栃元　誠君について投票を行います。

ただいまの出席議員は11名であります。

　次に、開票立会人を指名します。

　会議規則第30条第２項の規定により、開票立会人に12番前田悦男議員、１番石田芳英議員を指名します。

　投票用紙を配付させます。

（投票用紙配付）

○議長（清水　典子君）　投票用紙の配付漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　配付漏れなしと認めます。
投票箱を点検します。

（投票箱点検）

○議長（清水　典子君）　異常なしと認めます。

　ただいまから投票を行います。

　日程第27　議案第64号中、栃元　誠君を奥多摩町教育委員会委員に任命することについて、これに同意することを可とする議員は賛成に、否とする議員は反対に丸印を表示の上、投票箱に投票願います。

　それでは、１番石田芳英議員から順次投票をお願いします。

（投票）

○議長（清水　典子君）　投票漏れはありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
○議長（清水　典子君）　投票漏れなしと認め、投票を終わります。

　続いて開票を行います。

　前田悦男議員、石田芳英議員に立会いをお願いします。

（開票）

○議長（清水　典子君）　それでは、投票の結果を報告します。

　投票総数11票、有効投票11票、有効投票中、賛成票11票、反対票０票、以上のとおり賛成が多数であります。よって、栃元　誠君を教育委員会委員に任命することについては、これを同意することに決定しました。

　議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

○議長（清水　典子君）　ここで退席している栃元　誠君に着席を求めます。

（教育長　栃元　　誠君　着席）

○議長（清水　典子君）　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、午後２時15分から再開とします。

午後１時59分　休憩

午後２時15分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第28　議案第65号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23請負契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第65号　奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23請負契約についてご説明させていただきます。

　提案の理由につきましては、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条に定めます予定価格が5,000万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　契約の目的は、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、１億6,800万円でございます。

　契約の相手方は、東京都青梅市東青梅五丁目10番地３、奥多摩建設工業株式会社　代表取締役　横倉　実氏でございます。

　入札調書につきましては、添付のとおりでございますのでご参照をお願いいたします。

　なお、本請負契約につきましては、去る８月30日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日12日が本契約となり、工期につきましては、平成25年３月15日までを予定しております。

　工事の概要につきましては、担当課長よりご説明をさせていただきます。

　ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、議案第65号の工事概要についてご説明を申し上げます。

　工事の件名につきましては、奥多摩処理区下水道管渠建設工事その23でございます。

　工事の場所につきましては、奥多摩町大氷川・海沢・大丹波地内でございます。

　工期につきましては、平成25年３月15日まででございます。

　工事概要ですが、管渠工事延長394.23メートル、管渠工、パイの50ミリから150ミリ、延長346.63メートル、露出配管工、パイの50ミリから100ミリ、延長47.6メートル、マンホールポンプ場７カ所、グラインダーポンプ場８カ所を予定してございます。

　次のページをお願いいたします。工事個所の案内図でございます。

　マンホールポンプが稼働しますと、小河内浄化センターで集中管理を行いますので、案内図左側の丸が小河内浄化センターの位置になります。真ん中の丸が大氷川・海沢の工事位置になります。右側の赤丸が大丹波の工事位置になります。

　次のページをお願いいたします。大氷川のマンホールポンプ４カ所、グラインダーポンプ４カ所の配置位置図でございます。

　次のページをお願いいたします。大氷川のグラインダーポンプ１カ所と海沢のマンホールポンプ１カ所の配置位置図でございます。

　次のページをお願いいたします。大丹波のマンホールポンプ２カ所、グラインダーポンプ３カ所の配置位置図でございます。
　次のページをお願いいたします。マンホールポンプ場の標準図とポンプ制御盤の標準図でございます。

　次のページをお願いいたします。グラインダーポンプ場の標準図とポンプ制御盤の標準図でございます。

　以上で議案第65号の説明を終わります。ご審議をいただきまして、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第65号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第65号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第65号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第28　議案第65号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第65号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第29　議案第66号　塵芥収集車購入契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第66号　塵芥収集車購入契約について説明させていただきます。

　提案の理由でございますが、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第３条の規定により、予定価格が700万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　契約の目的は、塵芥収集車購入でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、1,258万9,500円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡奥多摩町川井800番地１、朝日運輸整備工場　工場長柴田勝則氏です。

　入札調書につきましては、添付のとおりでございますので、ご参照をお願いいたします。

　なお、本請負契約につきましては、去る８月30日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日９月12日が本契約となり、納期につきましては、平成25年１月18日を予定しております。

　それでは、工事の概要につきましては担当課長からご説明をさせていただきます。

　ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　住民課長。

○住民課長（宮田　昭治君）　それでは、ただいま上程の塵芥収集車購入契約の概要についてご説明申し上げます。

　２ページ目をお開きください。２番の主要構造につきまして、乗車定員は２名で、最大積載量は2,300キログラム以上です。排気量は2,999ＣＣで、架装容積は５立米以上です。バケット容積は0.3立米以上、積込・排出方法につきましては、回転・ダンプ式でございます。

　次の、３の（１）の車両仕様から、次のページの７の付属品までは、記載のとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。

　次の８の購入台数につきましては、２台を予定しております。

　次のページにつきましては、車両の構造と製造寸法となっております。

　以上で、議案第66号　塵芥収集車購入契約についてのご説明を終わります。ご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第66号の質疑を行います。質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第66号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第66号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第29　議案第66号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第66号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第30　議案第67号　小型動力ポンプ付積載車購入契約について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　若菜　伸一君　登壇〕

○企画財政課長（若菜　伸一君）　議案第67号　小型動力ポンプ付積載車購入契約について説明をさせていただきます。

　提案の理由でございますが、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第３条の規定により、予定価格が700万円を超えますので、議会の議決を求めるものでございます。

　契約の目的は、小型動力ポンプ付積載車購入でございます。

　契約の方法は、指名競争入札による契約でございます。

　契約の金額は、735万円でございます。

　契約の相手方は、東京都西多摩郡日の出町大字平井1328番地、有限会社木住野防災　代表取締役　木住野　忠氏です。

　入札調書につきましては、添付のとおりでございますので、ご参照をお願いいたします。

　なお、本請負契約につきましては、去る８月22日に入札を執行いたしまして、現在、仮契約を結んでおります。本日議決をいただきますと、明日９月12日が本契約となり、納期につきましては、平成24年12月21日を予定しております。

　それでは、事業の概要につきましては担当課長からご説明をさせていただきます。

　ご審議の上、ご決定をいただきますようお願いをいたします。

○議長（清水　典子君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、ただいま上程の議案第67号　小型動力ポンプ付積載車購入契約についての概要についてご説明を申し上げます。

　１枚おめくりいただいて、議案書の２枚目に仕様書を添付させていただきましたので、仕様書に基づきご説明をさせていただきます。

　第１の総則では、この仕様書の概要と納期を平成24年12月21日と定めさせていただいております。

　第２の仕様では、道路運送車両法、道路運送車両の保安基準に適合し、緊急車両として承認を得られるものであることを基本として、まず、完成車の寸法ですが、全長が５メートル以下、全車幅が１メートル70センチ以下、全高さ２メートル40センチ以下ということでございます。

　仕様の１、２は車両本体に関する仕様でございますが、１のシャーシはニッサンアトラス４ＷＤのダブルキャブを指定しております。また、総排気量は3000ＣＣのディーゼル車で、乗車定員は６名としています。

　仕様の３では、小型動力ポンプ及び積載装置ですが、小型動力ポンプは別記に掲載してございますが、トーハツ社製Ｂ－３級式でございます。

　仕様の４の車体の構造、各種ぎ装、次ページの仕様の５別表、付属品、仕様の６塗装につきましては、説明を省略させていただきます。

　また、仕様書の後に積載車のぎ装図、小型動力ポンプの外形図を添付しております。

　仕様につきましては以上でございますが、この小型動力ポンプ付積載車の配属は、第３分団海沢詰所を予定しております。

　以上で概要説明を終わらせていただきます。ご審議の上、ご決定いただきますようお願いを申し上げます。

○議長（清水　典子君）　以上で説明は終わりました。

これより、ただいま上程の議案第67号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第67号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第67号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第30　議案第67号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第67号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第31　陳情書の受付について、を議題とします。

　請願・陳情文書表を事務局長に朗読させます。事務局長。

○議会事務局長（浜野　武雄君）　議請願第２号、平成24年９月11日、奥多摩町議会議員殿、奥多摩町議会議長。

　請願書・陳情書の受け付けについて。

　議会に提出された陳情１件について、下記のとおり受け付けたので報告する。

　奥多摩町議会第３回定例会、請願・陳情文書表。

番号、陳情第３号、受付年月日、平成24年６月７日、件名、原発問題に関する陳情。

　陳情人の氏名、青梅市本町130番地の１　ステーションプラザ青梅304、峯島一善。

○議長（清水　典子君）　以上で朗読は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第３号については、会議規則第37条の規定により所管の常任委員会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第３号については、所管の総務文教常任委員会に審査を付託することに決定しました。

　今会期中に審査を終了するようお願いします。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は９月14日となっておりますので、明日９月12日と９月13日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、明日９月12日と13日の２日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は９月14日午前10時より開議しますので、ご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午後２時35分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員
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